
（別紙１） 

 

２  予算案のポイント 

 

「確かな暮らしを守り、信州からゆたかな社会を創る」の実現に向けて 

 

◇ 持続可能で安定した暮らしを守る 

  【公共交通の充実をはじめ移動の利便性・快適性の向上】 

県民にとって身近な移動手段である地域公共交通の持続的発展に向けて、全県レベ

ルの法定協議会において、今後の公共交通の在り方について抜本的な見直しを進める

ために必要な調査・検討を実施します。 

あわせて、地域公共交通の維持・確保を図るため、県有民営方式によるバス車両の導

入台数を拡大するとともに、県内公共交通機関のキャッシュレス化を推進するため、地

域連携ＩＣカード導入に係る費用を３年間で集中的に支援します。 

 

◇ 快適でゆとりのある社会生活を創造する 

  【デジタルの力を活用した便利で快適な暮らしの実現】 

ドローンの利活用拡大や空飛ぶクルマの早期実装により、「空」の領域を新たな移動・

輸送インフラとして活用する「空の移動革命」をいち早く進めるため、産学官連携の推

進体制を構築します。 

  【地域活力の維持・発展】 

県民等の新たな発想や問題意識を取り入れ、県予算を共に創り上げるため、県民参加

型予算（提案・選定型）を諏訪・南信州・長野の各地域振興局で試行的に実施します。 

オンリーワンの「輝く農山村地域」を創造するため、地域資源を最大限活用し複合的

に生み出される新しい価値の獲得を目指す地域に対し、推進体制を構築して集中的に

支援します。 

  【本州中央部広域交流圏の形成】 

信州まつもと空港の国際チャーター便について、早期の再開を目指すとともに、イン

バウンド需要の回復による海外からの入り込み客増加を視野に、新たに入国審査用施設

を整備します。 

  【移住・交流・多様なかかわりの展開】 

長野県河北省友好提携 40周年の節目を契機に知事が河北省を訪問し、各種記念行事

への参加や今後の友好交流に関する会談を行い、様々な分野における交流を深める機

運を醸成します。 

 

◇ 誰にでも居場所と出番がある社会をつくる 

  【若者の結婚・出産・子育ての希望実現】 

少子化を食い止め、人口減少に対応するため、「少子化・人口減少対策戦略検討会議」

を設置し、結婚・出産・子育て支援や財源の在り方等を検討します。 


